
ＴｈｅＪ`柳冗eseJo型F7mZがBycﾉhoZogツ

ユ976,ＶｏＬ４６，ＮＯＬ６，３１６－３２３ ．１

記憶を安定化するための1コントロール

過程としての選択

九州大学

渡 辺　 功

ＳＥＬＥＣＴＩＯＮＡＳＯＮＥＣＯＮＴＲＯＬＰＲＯＣＥＳＳＩＮ

ＭＥＭＯＲＹＳＴＡＢＩＬＩＺＡＴＩＯＮ

ＩｓＡｏＷＡＴＡＮＡＢＥ

Ｋｊ）z8s〃泌吻iひ〃s鋤

AfreerecaUexperimentwasperformedunder3selectiveconditionstoinvestigate

theroleoftheselectiveprocess，ａｓａｃｏｎｔｒｏｌｉｎｔｈｅｔｒａｎｓｆｏｒｍｉｎｇｏｆｔheiteminfor‐

ｍａｔｉ６ｎｆｒｏｍＰＭｔｏＳＭ、InPrecondition，wheretheselectionispossiblebefｏｒｅＰＭ，
thepercentageofcorrectrecallwaｓｈｉｇｈｅｒｔｈａｎｔｈｅｏtherselectiveconditions・Even
inthisconditionthereweresomelnstrusion-errorsintherearselectionofserial

position，ｂｕｔｔｈｅｒｅｗｅｒｅａｌｍｏｓｔｎｏｎｅｉｎｔｈｅｆｒｏntalsection・Theresultsindicatethat

theselectiveprocesstakesplacein2stages、Firsttheextractionofto-be-remembered

itemscaｎｔａｋｅｐｌａｃｅｅ丘ectivelybeforePM・SecondlytheexC1usionofnot-to-be-remem‐

bereditemstakesplaceafterPM，transformingtheto豈be-remembereditemsintoSM，

orstabiliZingthememory．

と（Treisman＆Geffen,1967）などが，これまで明ら

かにされている．フィルター理論によれば，それが男の

声であるか，女の声であるか，あるいはどの方向からの

情報であるか，といった物理的な特徴の分析は，すべて

の入力情報に対して行なわれる．その後，特定の物理的

な特徴をもった情報だけを通過させ，他は排除するフィ

ルターを経由することによって，特定のチャンネル情報

に限って分析が為される．従って，フィルターによって

排除された情報は，それ以後，意識されることもが反応

に表われることも，記憶されることもなく，また，意味

的に分析されることもない．この理論では，被験者に関

心のある情報を抽出し，他の情報を排除するプロセスは

末梢レベルで起ると考えられている（Broadbent,1958；

Treisman,１９６６；Treisman＆Geffen，1967)．

これに対し，Deutsch＆Deutsch(1963,1967）は，

覚醒arousal，慣れhabituationなどの生理学的な指標

にもとづいて，すぺての入力情報は，知覚されるために

同じように分析されるにもかかわらず，その中から特定

の情報を選び出して反応すると考え，末梢レベルでの選

択に異議を唱えた．事実，この考えを支持するデータも

存在しているＪたとえば，注意されないチャンネルの信

号であっても，その意味が重要であるか，注意される情

報と文脈的に関連している場合には注意を引くのであ

る（Moray,1959；Treisman,1960)．Normanも，す

記憶には,１次と２次の２種類があり，また，入力情

報を，一過性で不安定な１次記憶primarymemory(以

下，ＰＭと略す）から，より永続的で安定した２次記憶

secondarymemory（以下，ＳＭと略す）に移行するの

に，被験者が行なうコントロールが重要な要因である

と考えられている（アトキンソン・シフリン，1971；

Waugh＆Norman，1965)．記憶がより安定したもの

に変化するには，入力情報から不適切な情報を排除しＬ

適切な情報を抽出する，選択過程が介在しなければなら

ない．本研究は，記憶を安定させるために被験者の行な

うコントロールの１つとして選択過程を問題にするもの

である．

もともと，選択の問題は，情報を処理する人間の能力

が限られているという仮定の下に，Cherry(1953）いら

い，主として追尾法Shadowingtechniqueを用いて，

選択的注意という題目の下で研究されてきたものであ

る．注意されない入力情報の意味内容については何も気

づかれないが，それが男の声であったか，女の声であっ

たかといった，その入力情報の物理的な特徴については、

報告が得られること（Cherry,1953)，また，注意され

たい情報に挿入された標的単語targetｗｏｒｄの検出は，

注意される情報に挿入される場合に比べて極端に劣るこ
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べての入力情報は，その内容の予備的分析を受け，それ

から，意味的な属性と物理的な属性の両方の助けによっ

て選択されると考えている．さらに，彼は，注意されな

いチャンネルの情報も，ＰＭまでは保持されていること

を実験的に明らかにし，注意の問題を記憶との関連にお

いてとらえようとした（Cermak,１９７３；Norman，

1968,1969；Lindsay＆Norman,1972)．

Murdock(1967）は，記憶には，感覚的な特徴が顕著

で，もっぱら時間的な経過の影響を受け，ごく短期間で

消滅する感覚ストアsensorystore（以下,ＳＳと略す）

と，ＳＳよりも安定し，時間的な経過より，むしろ後続

項目数によって影響を受けるＰＭ，および，順向，逆行

抑制の干渉によって影響を受けるＳＭの３つがありＪ

ＳＳからＰＭに移行する時に，つまりＰＭより以前の

段階で，選択的注意が働くとした．これはフィルター理

論の立場に立つものである．

ところで，自由再生の記銘事態では，上記のＳＳか

・ら，ＰＭ,ＳＭへの情報の流れが設定されているが，

Murdockらの箱型理論ｂｏｘtheoryによれば，入力と

しての項目情報は〆記銘事態において，ＰＭからＳＭへ

つぎつぎに移行される．そして，Ｕ字型の自由再生曲線

は，それぞれの項目情報が提示直後にどこまで移行され

たかを示すことになる（G1anzer＆Cunitz，１９６６；

G1anzer,Gianutsos,＆Dubin,1969；Murdock,1967)．

つまり，直後に自由再生された時点で，Ｕ字型の自由再

生曲線の初頭効果部位と中部は，ＰＭからＳＭへ移行

されてしまった項目を示し，新近性効果部位は，ＳＭに

移行されず，まだＰＭにとどまっている項目を示す．

～本研究は，項目情報の移行状態を明らかにするような

条件を設定し，自由再生法による記憶実験を行ない，項

目情報を短期記憶から長期記憶へ移行させ，安定させる

時の決定的な選択レベルはどこにあるのか，また，その

選択過程はいかに行なわれているのかを明らかにしよう

とするものである．

方法・

被験者県立高校１年生の男女18名を１群とし,４群，

計72名であった．

装置４トラック，２チャンネルモノラル方式ＬＬカ

セットテープレコーダーＪ

刺激材料梅本・森川・伊吹（1955）から，無連想価

０－９の２字音節の２１語から成る本リストを6,および，

２組の練習用のリストを用いる．それに際し，次の点に

配慮した．

選択的な記銘項目の配置：２１項目の提示に対する記

銘項目数として８を選んだ．各試行を通じて同一の系

列位置に記銘項目が決まって現われることがなく，系列

位置１と２１には記銘項目が出現しないようにした．ま

た，データの処理に当って系列位置を３等分できること

が望ましいので，系列位置の，初めから７つごとにいず

れか４つずつ，計12の系列位置（2,4,5,7,9,10,12,

14,15,17,19,２０）を記銘項目の挿入位置として選ん

だ．それらの１２の系列位置の内８つを,１試行ごとの選

択的記銘項目の挿入位置とし，本試行の６試行を通じ

て，１２の系列位置に等しく４回配置した．６試行を通じ

た記銘項目の挿入位置はTablelに示されている．

へリストの材料：意味的な，音響的な関連性を持つ単語

が連続しないようにした．また，同一のカテゴリーに属

する単語が連続することを避けた．このようにして単語

間の体制化の可能性をできるだけ排除した．また，各リ

ストの平均の無連想価と本試行６リストを通じた各系列

位置の平均の無連想価を等しくした．従ってｊ６リスト

間での記銘の難易度，各リスト内の系列位置間での記銘

の難易度のかたよりを排除した．

リストは，読承上げ開始合図の３秒後から２秒ごとに

１項目の速度で，１音ずつ明瞭に男声にて読歌上げられ

て,２トラックの１方に録音された．これに,３つの選択

条件によって，次の仕方で，他方のトラックにチャイム
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音を録音した．すなわち，

（１）Ｐｒｅ条件では，記銘項目を提示する前に，

（２）Ｐｏｓｔ条件では，記銘項目を提示した後に，

（３）Delay条件では，記銘項目の次の単語を提示し

た後に，

それぞれ１リスト当たり，８個のチャイム音を挿入した．

コントロール条件では，２１のリスト項目からすぺて

の非記銘項目を除き，その位置をブランクにし，提示の

総時間は一定にしたまま，８つの記銘項目だけを同じ仕

方で読承上げたテープを用いる．従って,この場合も，

リストの提示時間は同じである．

、なお，どのテープにも，各リストの最終項目提示直後

に，机をたたく音を提示終了合図として録音した．

手続被験者に次の教示を与えた．“これから,２音節

の単語が２秒ごとに連続して読承上げられますが，チャ

イム音が随所に録音されています"、続いて，選択条件

群ごとに次の違った教示を与えた．

Ｐｒｅ条件群：“チャイムの１つ後の単語だけを８個憶

えて下さい"・

Ｐｏｓｔ条件群：“チャイムの1つ前の単語だけを８個憶

えて下さい"・

Delay条件群：“チャイムの２つ前の単語だけを８個

憶えて下さい"．

さらに，“こうして指示された単語以外は憶えなくて・

けつこうです．提示終了の合図で直ちに，指示された単
語の承を，どんな順序でも良いから，用紙仁かたかなで

書き取って下さい”との教示を，それぞれの条件に付

け加えた．

上記の３つの選択条件によって次の事を想定した．

Pre条件は，単語の提示以前に記銘項目の選択と，非記

銘項目の排除が可能な条件である．Ｐｏｓｔ条件は，その

選択条件の性質上，少なくとも，各項目のいずれも１度

はＰＭに保持しなければなるまいと考えられる．従っ

てう記銘項目の選択と非記銘項目の排除は，ＰＭにおい

て，あるいはその後でなければ不可能である．Delay条

件では，次の項目が入ってきた後まで各提示項目をＰＭ

・に保持しなければならず，後の項目によってとって代わ・

られないように，被験者はリハーサルその他の操作を行

ない，その結果として，ＳＭへの移行も有り得る条件で

ある．従って，少なくとも，どの項目もＳＭに移行させ

るための操作を開始した状態でなければ，記銘項目の選

択と非記銘項目の排除が不可能な条件である．

コントロール条件の被験者群には“提示される８個の

単語を憶え，提示終了の合図で直ちに，どんな順序でも

良いから，用紙にかたかなで書き取って下さい”という

教示を与えた.・

各条件群に上記の教示を与えた後，２回の練習試行と

６回の本試行を行なった.１試行当たり４５秒，再生時間

１分で，休承なしの連続試行であり，所要時間は計ユ４

分であった．実験は各条件群ごとの集団実験によって行

なった．

結果と考察

1．正再生数

コントロール条件と３つの選択条件下での,１２の各系

列位置における，６試行を通じての平均正再生率をＦｉｇｌ

に示す．コントロール条件とＰｒｅ条件では，系列位置

の前部と後部に山を持ち，中部の低い，典型的なＵ字型

曲線が得られている．Ｐｏｓｔ条件は，Ｐｒｅ条件に比べて，

系列位置の後部のみ正再生率が低下する．Delay条件

は，このＰｏｓｔ条件に比べて，さらに系列位置の前部と

中部において正再生率が低下し，後部においてはほとん

ど差が見られない．

系列位置を，前部frontalsection(2,4,5,7)，中部

middlesection(9,10,12,14)〆後部rearseetion(15,

17,19,20）の３つの系列位置部位に分けて，それぞれ

の記銘条件下での，平均正再生率を示したものがFig.２
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項目の承をＳＭに移行させるための選択効率には，何ら

影響を与えないのである．一方，Delay条件では，特に

前部と中部において正再生率の低下が目立つこれは，

積極的にＰＭに保持するための操作を始めた以後の選択

は，効率の悪いことを意味する．

さらに，Ｐｒｅ条件は，記銘項目の選択を完全にうまく

行なっているのかどうかを，コントロール条件と比較す

るために，２(記銘条件)×３(系列位置)×18(被験者)の

分散分析を行なったところ，記銘条件(F(1,34)＝8.80,

ｐ＜､01)，系列位置部位（F(2,68)＝2207,》＜､001,控

えめの検定としても，p＜､001）に関して有意差が得ら

れた．さらに，各系列位置部位ごとに，コントロール，

Pre条件間の比較をしたところ，中部（f(34)＝２．０４，，

＜`05)，後部（#(34)＝3.45,ｐ＜､005）においては，コ

ントロール条件がＰｒｅ条件より正再生率が有意に高く，

前部においては有意差が得られなかった．このことは，

Pre条件も非記銘項目の存在することにより，選択効率

は影響を受けていることを示唆する．

2６〈エラー総数

４つの各記銘条件で，６試行を通じたニラー総数が

Ｔａｂｌｅ３の第１列に示されている．その得点を各被験者

ごとにへ/ｒ＋ｖ万三F丁変換した後，分散分析を行なった

ところｊＦ(3,68)＝4.88,ｐ＜､005で有意差が得られた．

さらに，各記銘条件間で比較したところ，Delay条件

は，コントロール（ｊ(34)＝3.07,力＜､001)，Ｐｒｅ(ｆ(34）

＝2.68,,＜､01)，Post(#(34)＝3.77,力＜､005)の各条

件よりエラー総数が大きいことが分った．

次に，コント戸一ル条件以外の選択条件に関しては，

さらに，非記銘項目の再生である侵入エラーIntrusion‐

error(以下，Ｉエラーと略す）と，それを除いた非侵入

エラーNon-Intrusion-error（以下，ＮＩエラーと略す）

とに分けて分析した.３つの各選択条件で,６試行を通じ

たそれぞれのエラー総数がＴａｂｌｅ３の第３列と第２列

に示されている．

３．ＮＩエラー

８つの各選択条件で,６試行を通じたＮＩエラー総数

を，各被験者ごとにＶ了＋へ/うて〒丁変換した後，分散分

析を行なったところ，Ｆ(2,51)＝2.31,p＞・１０となり，

Total 1６１

である。

６試行を通じた平均正再生数に関して，３（選択条件）

×３(系列位置部位)×18(被験者）の分散分析を行なっ

た結果をＴａｂｌｅ２に示す．その結果，選択条件、系列

位置部位，それらの交互作用のいずれに関しても有意差

が得られた．さらに，各系列位置を通じた平均正再生率

を各選択条件間で比較したところ，Ｐｏｓｔ条件は，Ｐｒｅ

条件より有意に（f(34)＝2.98,’＜､005）正再生率が低

く,さらに，Delay条件は，Post条件より有意に（オ

（34)＝5.31,j，＜､001）正再生率が低いことが分った．

次に，各系列位置部位ごとに，選択条件間で分散分析

を行なったところ，前部（F(3,68)＝8.72,ｐ＜,001)，

中部（F(3,68)＝19.23,,＜pol)，後部（F(3,68)＝

39.73,’＜､001）それぞれにおいて有意差が得られた．

そこで，各系列位置部位ごとに，選択条件間でｆ検定

を試験た．前部では６Delay.,条件は,Ｐｒｅ条件（ｔ(弘）

＝4.20,Ｐ＜､001)，Ｐｏｓｔ条件（ｔ(34)＝3.73,ｐ＜､001）

より有意に正再生率が低いことが分った．Pre,Ｐｏｓｔ条

件間では有意差が得られなかった．後部では，Ｐｏｓｔ条

：件はＰｒｅ条件より有意に（ｔ(34)＝4.67,p＜､001）正

再生率が低いことが分った．Post,Delay条件間には有

意な傾向(#(34)＝1.36,.05＜p＜､10)が見られた.しか

し，Fig.１では，系列位置後部においては,Post,Delay

条件間に差はほとんど見られない..そこで，さらに，後

から３つの記銘項目の系列位置(17,19,20)に関して，

３選択条件間で分散分析，ｆ検定を試承たところ，Pre，

Post条件間において有意差（#(34)＝5.43,,＜・OOPが

得られたが，Post,Delay条件間では有意差が得られな

かった．

要するに，Pre,Post,Delay条件の順に正再生率が低

くなる.Ｐｒｅ条件に比ぺてＰｏｓｔ条件で正再生率が低下

するのはＪ主として，ＰＭからの出力を表わす新近性効

果部位だけであり，前部と中部においては，ほとんど差

がない．つまり，非記銘項目をＰＭへ１度入れること
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有意差は得られなかった．

４．１エラー

３つの各選択条件で，６試行を通じたＩニラー数を，

3つの系列位置部位jすなわち,前部（1-7),中部(8

-14)が後部（15-21）に分けて示したものがFig.３で

ある．各選択条件で，各系列位置部位で６試行を通じた

Ｉエラー数を，各被験者ごとに(Ⅵ｡r＋Ｖうて〒丁変換した
後，３(選択条件)×３(系列位置部位)×１８(被験者)の分

散分析を行なったところ，選択条件（F(2,51)＝13.49,

力＜､001)，系列位置部位（F(2,102)＝6.21,p＜､005が

控えめの検定としても，力＜､05）に関して有意差が得ら

・れた．さらに，各系列位置部位を通じたＩエラー総数

を，選択条件間で比較したところ,Delay条件は，Ｐｒｅ

条件(f(29)＝4.19,力＜､001)，Post条件(ｔ(30)＝4.26,

ｐ＜､001）より有意にＩニラー数が大きいことが分った．

このような事実は,Delay条件のニラー総数が大きいの

はＩエラー数の増大に依ることを意味する．実際，エラ

ー総数に占めるＩニラー数のパーセンテージを見ても，

Delay条件（31％）は，Ｐｒｅ条件（16％)，Post条件

（17％）より高い数値を示す．

次に，各系列位置部位ごとに選択条件間で分散分析を

行なったところ，前部（F(2,51)＝10.79,力＜､005)，中

部（F(2,51)＝4.43,ｐ＜､05）において有意差が得られ

た．後部においては有意差が得られなかった．さらに，

各系列位置部位ごとに選択条件間で2検定を試承た.,前

部では,Delay条件は,Pre条件(f(25)＝3.63,ｐ＜0.05)，

Ｐｏｓｔ条件(#(24)＝3.56,ｐ＜､005）より有意にＩエラー

数が大きいことが分った．中部では，Delay条件は,Ｐｒｅ

条件（f(28)＝2.56,力＜､01)，Ｐｏｓｔ条件(ｔ(27)＝2.04,

ｐ＜､０５よりＩエラー数が有意に大きいことが分った．

また，各選択条件で，系列位置部位間の分散分析を行

なったところ，Ｐｒｅ条件においての５ＭF(2,51)＝6.71,

ｐ＜Ｃｌ）有意差が得られた．さらに，系列位置部位間で

#検定を試ふたところ,、系列位置の後部は，前部(ｆ(30）

＝2.44,ｐ＜､025)，中部（f(22)＝3.26,ｐ＜､005）より

有意にＩエラー数が大きいことが分った．他に，分散分

析では有意ではないけれど，Ｐｏｓｔ条件において，系列

位置部位間でオ検定を試繋たところ，後部は，前部（ｆ

(28)＝1.43,.05<，＜・10）より有意にＩニラー数が大

きい傾向があり，中部（ｆ(25)＝1.79,ｐ＜､05)より有意

にＩエラー数が大きいことが分った．

要するに，Ｉニラー数に関しては,Delay条件は,Pre，

Ｐｏｓｔ条件に比ぺてＩニラー数が大きい．特に，ＳＭから

の出力である前部と中部においてそのことは正しい

Pre,Ｐｏｓｔ条件間ではほとんど差は見られず，特に，両

条件とも，前部と中部においてはγ後部に比較してかな

り少ない．つまり，ＰＭ以前で非記銘項目の排除が可能

と考えられる条件でも，実際には，やはり，非記銘項目

を排除しきっていない．しかし，非記銘項目はＳＭへ移

行されていない．また，ＰＭに項目情報を積極的に保持

するための操作を開始した後では，非記銘項目をＳＭへ

移行させてしまうことがある．すなわち，非記銘項目の

排除は，ＰＭ以後に続く操作が行なわれる過程で進行す

ることを意味する．

：議論

Treisman＆Geffen(1967）は，追尾条件下の標的単

語の検出実験において，できるだけ記憶を関与させまい

とした．その結果から，選択的注意は末梢レベルで起る

と結論した.しかし，その実験事態には必然的に短期記

憶の関与していることは，Lindsay(1967）によって指

摘された通りである．Norman(1969）は，追尾されな

いチャンネルに提示された記憶材料の再認は，提示後，

追尾することなしに直ちに求められるならば,､記憶材料

の提示と同時に追尾が求められない場合とほとんど変わ

らないこと，また，提示後，引き続き２０秒間の追尾を

することにより記憶がなくなることから次のように結論

した．追尾されない項目もＰＭまで入っていること，し

かしＳＭには移行されていない．従って，選択はＰＭ以

後に働くことを指摘した．本研究は，ＰＭとＳＭの両方

からの出力を表わし，項目情報の移行状態を同時に評定

できる，自由再生法を使って，直接的に記憶過程の問題

として選択過程（適切情報の抽出と不適切情報の排除）

を考えた－

選択の効率の指標としての正再生率について見ると；

各系列位置を通じた平均正再生率では,Pre,Post,Delay

条件の順で低下する…特に，ＰＭからの出力を示す，系

列位置の後部においては，Ｐｒｅ条件に比べて，Post，

Delay両条件では，正再生率が低下し，これら両条件間

に輝とんど差は見られない．条件設定に際して，記銘項

目の選択が，Ｐｒｅ条件では，単語提示以前に可能，Ｐｏｓｔ

件条では，各項目どれも少なくとも１度はＰＭに保持
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しなければならないため，ＰＭにおいて，あるいはＰＭ

以後でなげれば不可能な条件であることを意味したこと

から考えて，これは次のように解釈される．すなわち，、

各項目をＰＭへ1度入れ込んでしまうことによって正再

生率が低下する，つまり，Ｐｏｓｔ条件の正再生率がＰｒｅ

条件より劣ることから，ＰＭへ入れるｊ入れないが重要

である．つまり，ＰＭ以前の段階で第１の選択が行なわ

れると考えられる．、８

．sＭ力圏らの宙力を示すｂ系列位置の前部と中部では，

Pre,Ｐｏｓｔ条件間の差はなくなる．これは，項目情報カミ

ＰＭに入った以後め段階でも，項目をＳＭへ移行させる

ための第２の選択が有効に行江われることを意味する．
一方，Pre,Post・条件に比べて，Delay条件では，前部

と中部で正再生率が低下する．条件設定に際して,Delay

条件は，項目情報をＰＭに保持し，ＳＭへ移行させるよ

うな操作を開始した状態でなければ，選択が不可能の条

件を意味したことから考えると，この第２の選択は，項

目をＰＭに保持，あるいはＳＭへ移行させるための操作

を開始する前に為されなければならないことを示唆す

る．以上,２種類の選択の存在が想定される．

しかし，Ｐｒｅ条件でさえ恥コント百一ル条件に比ぺ

て，系列位置の中部と後部において正再生率の劣ること

から，Pre条件でも非記銘項目からの影響を受けている
ことを示唆するよぶ

非記銘項目を排除できなかったことの指標であるＩエ

ラーについて見るとγ各系列位置を通じたＩエラー総数

に関じては,Dela7条件は，Pre,Ｐｏｓｔ条件に.比べて大

きいも系列位置の後部に頷いては３選択条件間に差はな
．■■｡.－

い、しかも，Pre,Post・両条件では，前部と中部におい

てはほとんどＯに近い．これは，Pre,Post両条件では，

非記銘項目はいまだ排除されずＰＭＩこ残っているけれ

ど，ＳＭには移行されなかったことを意味する.＿また，

Delay条件では，前部と中部において，Pre,Ｐｏｓｔ条件

に較べて有意にＩエラー数が大きい．これは,Delay条
件ではji非記銘項目がＰＭからＳＭに移行されたこと，

つまり，ＰＭからＳＭに記銘項目を移行する過程で非記

銘項目の排除が行なわれなかったことを示す．

～上記の選択の効率と非記銘項目の排除過程の両方を考

慮して次のように結論したＪ両耳的に提示された項目は

、どれも１度はＰＭまで入る．その時点ですでに，条件に

よって几記銘項目の効果的罐抽出は可能である．しか

し，この第１の段階の選択は決定的でない．なぜなら，

非記銘項目が，この段階では排除されていないから．次

に，ＰＭ以後の第２段階で，非記銘項目の排除が行なわ

れる．この選択は，記銘項目をＳＭへ移行する過程で,．

_並行して行なわれる．この段階が微妙で，しかも決定的

であることは，項目をＰＭに保持，ＳＭへ移行させるた

めの操作を開始した以後では，十分な記銘項目の抽出，

非記銘項目の排除が行なわれないことから分る．

TNormanは，ＰＭ,ＳＭという記憶の分け方をする箱
型理論に対して，ただ１つの記憶ストアを基盤にするも

のであり,ＰＭ,SMというのは,その活性化水準の違い

としてとらえている．これに従えば，これまで本論文で

述べてきた,ＰＭからＳＭへの移行は,ﾉ記憶の安定化と

してとらえられよう．従って，以上の結論は次のように

言い換えられよう‘一過性で不安定の記憶事態では，記

銘項目の抽出は可能であるが，十分な選択は行なわれて

いない．抽出に加えて，排除過程が行なわれることによ

り，記憶が安定化される過程で，十分な選択が行なわれ

る．これは,､逆に，抽出に加えて，排除過程が行なわれ

ることによってｂ記憶が安定化されると言える．

最後に,太研究は，BroadbentやTreismanらに代

表される，選択の末梢レベル説に反対を唱える屯のでば

ない．なぜなら，それを論駁するに十分な条件を組承込

んでいない．そのためには,･追尾，あるいはγそれに近

い手続をとるべきであろう．本研究ではＪ記憶を研究す

るための手法である自由再生法を用いて，選択過程の記

憶への関わり方を問題にした．特に，自由再生法を用い

たことに関連して、本研究では，記銘項目間の体制化の

要因をできるだけとり除いたが，自由再生事態では，む

しろ体制化は最も重要な要因の１つであることが一般的．

に認められている.‘また，Ｎｏｒｍａｎ流に，ただ１つの記；

億ストアを想定し，そこからの選択を問題にするにして

も，項目間の関連性という要因が重要であることは察鉱

できる．また，自由再生法を用いている以上研提示終了

後，再生までに介在する項目数および，経過時間が，特

にＰＭからの再生に影響を及ぼすと考えられる．しか

し，本研究では〆その点についての細かい分析は行なっ

ていない．これらの点は今後の検討問題である．

要約

本研究は，一過性で不安定なＰＭから，より永続的で

安定したＳＭに移行するためのコント芦一ルの１つとし

て，選択の問題を考えた←そのＵ字型の再生曲線が，

ＰＭとＳＭの両方からの出力を表わし，項目情報の移行

状態を示す，自由再生法を用いて，次の３選択条件下で

記憶実験を行なった．２秒ごとに単語を聴覚的に連続提

示しうそれぞれについて，その単語を憶えるべきか否か

の指示を次の仕方で与えた．Ｐｒｅ条件一一各単語の提示

直前ｂＰｏｓｔ条件一各単語提示直後，Delay条件一

名単語の次の単語提示直後．他に，記銘項目だけのコン

トロール条件を設けた．１リストは，記銘項目８，非記

銘項目１３，の計２１項目から成る．その結果は次の通り

であった．

１．選択効率の指導と考えられる正再生率に関して．

コントロール，Pre,Post,Delay条件の順で低くたつ
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－２Ｊ･８つの系列位置部位に分けて，正再生率を見る

と，ＰＭからの出力と考えられる後部では，コント戸一

ﾉﾚ，Pre，Post，Delay条件の順で低くなり，post,De1ay

間の差は顕著ではなしｐＦＳＭからの出力と考えられる〆
前部と中部では，Delay条件は他の３条件より低くな

り，'これら３余件間jﾐﾆ差建見られない（Figﾕ22)～
３．非記銘項目を排除で誉なかったことを示す,非記

銘項目の再生である，エニラー(Intrusion-error)数に
関して･DeJay条件はPre,Post条件に比ぺて大きか
つた．

…４」３つの系列位置部位に分けて’１－ラー数を見る
と，後部では，PrelPostlDelay条件間庭有意差が見ら

れない輿前部と中部では，Delay条件は，Pre,ｐｏｓｔ条

件より有意に大きいのに対し，FrelPOSt両条件は共に
等しく，ほとんどＯに近かった.(Fig6a)－

以上の結果から，､両耳的に提示された項目情報を安定
Ｌた記憶にするための選択過程は，２段階で行なわれる

と解釈された．．

、第１段階：ＰＭ以前で，記銘項目の抽出が起る．兵こ

ては，非記銘項目も排除されずに存続している.…

～第２段階：ＰＭ以後で，記銘項目以外の項目，つま
り，非記銘項目の排除が起る．正確には，記銘項目を

ＳＭへ移行する過程において，言い換えれば，記憶を安

定化する過程において，この排除過程は進行する．逆

に，非記銘項目を排除することによって記憶は安定させ

られる．
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Thisreseaｪ℃hconcernsthe:role:bfselection

asonecontrolprocessintransfor][]pLingtheitem
informationfromPM（Primarymemory）ｔｏ
ＳＭ（secoｴﾕdarymemory)．Bymeansofthe
freerecallmethod，theU-shapedrecall-curve
ofwhichisgenerallyconsideredtorepresent
theoutputsfrombothSMandPM，amemory
experiｴﾛLentwasperfor工[]Ｌｅｄｕ]1derthreecondi・・
tionsasfollows、Thedirectionsastowheth‐

ｅｒｔｈｅｗｏｒｄｓｈｏｕｌｄｂｅｒｅ]me1mb色ｒｅｄｏｒｎｏｔ

ｗａｓｇｉｖｅｎｉｎ：Ｐｒecond、－－immediatelybe-
foreeverywordwasprese]1ted；Postcond、
－－－immediatelyaftereverywordwaspre-
sented；Delaycond、---immediatelyafter
SeverynextwordwaspresentedBesidesCon-，
trolcond･containingonly8to-be-remembered
itemswasprepared･Eachwordwaspresented
auditorilyevery２sec・AliStconsistedof8to-
be-re]ﾛｭe:【]【]Lberediteｪ[]Lswithl3not-to-be-relrne1npL-

beredite】ﾛqLs･

Theresultswereasfollows：

１．Thepercentageofcorrectrecall,which
isconsideredanindicationofeBaciencyOE
selection,becameworseintheorder：Control，
Pre，Post，andDelayconds、

２．Whenthepercentageofcorrectrecall
wascheckedinthethreesectionsoftheserial

positionseparately，ｉｔｂｅｃａｍＬｅｗｏｒｓｅｉｎｔｈｅ
ｏｒｄｅｒ：Ｃontrol，Pre,Post，andDelayconds･
intherearsection，WhichisconSideredthe
outputfromPMbutthedifferenCebetween
PostandDelayconds･ｉｎｔｈｉｓｓｅｃｔｉｏｎｗａｓｎｏｔ
ｒｅｴﾖﾛLarkable・ＩｔｗａｓｗｏｒｓｅｉｎＤｅｌａｙｃｏｎｄ、
thanintheotherthreeconds・inthefrontal

SectiOn，whichisconsideredtheoutputfrom
ＳＭ．

３．Thenumberoflntrusion-errors,which
isconsideredanindicationｏｆｆａｉｌｕｒｅｏｆｔｈｅ

ｅｘｃｌｕｓｉｏｎｏｆｔｈｅｎＯt-to-be-remembereditems，

Wasgre3terinDelaycond・ｔｈａｎｉｎＰｒｅａｎｄ
Ｐｏｓｔｃｏｎｄｓ、

４．Asforthenumberoflntrusion-errors

asdistributedinthethreesectionsofthe

serialpositionltherewaｓｎｏｔａnysignihcant
differencebetweenPre，PostandDelayconds、
intherearsection・Inthefrontalandmiddle

sections，itwassignincantlygreaterinDelay
cond・ｔｈａｎｉｎＰｒｅａｎｄＰｏｓｔｃｏｎｄｓ.，ｂｕｔｉｔ

ａｐｐｒｏａｃｈｅｄｚｅｒｏｉｎｂｏｔｈＰｒｅａｎdPostconds・
Inviewoftheresultsaescribedabove，it

Wasconcludedthattheselectiveprocess，as
oneofcontrolsfortransformingtheitemin‐
formationpresentedbinaurallyintoastable
memory，ｉｓｐｅｒｆｏｒｍｅｄｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｔｗｏ
steps・Thefrststep：、Theextractionofto‐
be-remembereditemstakesplaceｂｅｆｏｒｅＰＭ，
Herealsopersistnot-to-be-remembereditems
withoutbeingexcluded・Thesecondstep：
Theexclusionofnot-to-be-remembｅｒｅｄｉｔｅｍｓ

ｔａｋｅＳｐｌａｃｅａｆｔｅｒＰＭｄＴｏｂemorecOrrect，
thisexclusionprocessadvancesintheprocess
oftransformingto-be-remembereditemsinto
SM・

Ifthetransformationoftheiteｪninforma‐

tionintoSMconstitutedthestabilizationoｆ

memory，ｉｔｃａｎｂｅｓａｉｄｉｎｔｈｅｏｔｈｅ工words
thattheextractionofto-be-remembereditems

cantakeplaceatthetransientandunstablePM
stage，butthattheselectionisnotcompleted
here・Byperformingthe・exclusioninaddition
totheextraction，thusstabilizingthememory，
thecompleteselectioncantakeplace．


